
創造ラボ Vol.0

OPERA CIRCUS
オペラーカス



　この度、５名のアーティスト、湘南工科大学総合デザイン学科中尾
研究室とともに「オペラーカス-創造ラボVol.0」を実施します。
過去に藤沢市アートスペースの企画に参加したアーティストを招き、
ワーク・イン・プログレス（＝完成したものではなく、制作のプロセ
スも含めて共有する形の作品形式）を展開する、本企画のテーマは「オ
ペラ」です。 
　藤沢には芸術文化の中でも歴史ある「市民オペラ」があります。そ
の歴史は、1973年の初演から現在に至るまでに24回の公演が行わ
れています。オペラは、既に、クラシックな音楽による歌曲というよ
うな、固有の形式を持つように考えられていますが、元々、総合芸術
といわれるように、音楽、美術、演劇など様々な表現要素をもつ柔軟
性の高い表現領域です。
　今回は藤沢の新たな「市民オペラ」を考えるべく、多様な発想と
技法をもったアーティストが参加します。大崎清夏（詩）、後藤て
るみ（絵画）、cobird（コラージュ作品）、中村厚子（立体、舞踏）、

TEPPEI YAMADA（メディアアート、インスタレーション）、そし
て湘南工科大学と一緒に、型に捉われない「オペラ」を構想しました。
出品されるのは、オペラの舞台ができあがるまでを創造したドローイ
ングや、舞台装置の模型、試作となる舞踏を踊った映像や音楽、物語
の主軸となる詩作など盛りだくさんです。江の島の伝説などから着想
を得た物語も作りました。
　会期中においてもアーティスト達が考える「オペラ」のアクロバ
ティックな発想が、日々展開される様子をアートスペースではご覧に
なれるでしょう。その様子は、サーカスに喩えられるかもしれません。
「サーカス」には、ラテン語で円・輪という意味があります。円座になっ
て話し合い創造する場・ラボ（実験室）にしたいという願いから、今
回のタイトルを「オペラーカス」というものにしました。 　 
　鑑賞者にとって、普段馴染みのないアーティストという職業の人々
が、どのようなことを考えながら作品を制作していくのかをご覧いた
だける機会となるでしょう。

１　アーティストトーク
５名のアーティストと湘南工科大学総合デザイン学科
中尾教授、担当学芸員が作品や制作についてお話しします。
日時：2022年 3月 13日（日）18:00～
アートスペース公式YouTube からライブ配信

２　オープンスタジオ
開催期間中の数日、アートスペースのレジデンスルームに
おいてアーティストが継続して作品制作を行います。
※詳細の日程については、アートスペース公式ウェブサイ
トおよびSNSでお知らせします。

関連イベント

大崎清夏 （おおさき・さやか）
詩人。2011 年、ユリイカの新人
としてデビューし、第一詩集『地面』
を刊行。2014 年、第二詩集『指
差すことができない』が第 19 回
中原中也賞受賞。近著に詩集『踊
る自由』などがある。藤沢市アー
トスペース平成 30 年度企画展Ⅱ
「Scholar」参加アーティスト。

【アクセス】
電車：JR辻堂駅東口改札、北口出口より徒歩 5分
バス：神奈川中央交通バス停「神台公園前」下車すぐ
※アートスペース専用駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。
〒251-0041 神奈川県藤沢市辻堂神台 2-2-2　Cocco Terrace 湘南 6階
TEL 0466-30-1816　Email fj-art@city.fujisawa.lg.jp
https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/bunka/FAS

参加アーティスト
後藤てるみ （ごとう・てるみ）
2013 年神 奈川県茅ヶ崎市にて単
位制の美術学校 kotte 設立。kotte
にて美術史から絵画技法まで教え
る一方、自身でキュレーションす
る展覧会を実施するなど、幅広い
活動を展開する。藤沢市アートス
ペース平成 29 年度、令和 3 年度
MEP参加アーティスト。

cobird （コバード）
アパレルメーカーなどでデザイ
ナーとして勤務後、現代美術家と
して活動を始める。 インターネッ
トや雑誌、書籍、動画からサンプ
リングしたイメージを使用し、コ
ラージュ作品を中心に発表してい
る。藤沢市アートスペース令和元
年度企画展Ⅵ「変容のありか流れる
時間の捉え方」参加アーティスト。

TEPPEI YAMADA 
「世界の構造を読み解くための装
置」として音や映像、動力を使い、
様々な領域を横断した作品をつく
る。代 表 作” Apart and/or 
Together” は第 22回文化庁メディ
ア芸術祭審査員推薦作品などを受
賞。藤沢市アートスペース平成 28
年度企画展Ⅱ「Art Album」参加
アーティスト。

中村厚子とアイウエオ歌劇団 （なかむら・あつこ と あいうえおかげきだん）
オペラーカスの開催がきっかけとなり、美術家・中村厚子と湘南工科大学総合デザイ
ン学科空間デザインコースの学生で結成された歌劇団。舞踏から作曲、舞台美術の考
案まで総合的に創作する。
制作・展示支援プログラム「Artisits in FAS 2016」入選アーティスト（中村厚子）

※写真は全て本展に向けての習作作品（作家蔵）

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、会期等の日程に変更を行う場合があります。


